
－ 第２期八雲町総合計画策定に向けて － 
課題・特性把握の手法 

第２期八雲町総合計画の策定にあたっては、町民・職員・有識者等の多様な視点から現在のま

ちづくりにおける主要な課題や特性を明らかにし、そうした課題・特性を踏まえたうえで、計画

の基本構想等の検討を進めることを想定しています。  
【課題・特性把握の視点及び手法】 
○主要な課題・特性を把握するための視点と主な具体的手法は以下のとおりです。                              

【本日、議論いただきたいポイント】 
本日の報告（各種調査、懇談会の結果）を踏まえて 

○今後５年間、10年間で八雲町が特に重点的に取り組むべきこと 

○10年後（あるいはより長期的）に八雲町がめざすべき将来像  etc… 

                              

町民の視点 行政の視点 
有識者の視点  

◇町民意識調査 

◇各種団体意向調査 

◇各種懇談会 

 

町民のまちづくりに

対するニーズを探る 

 

◇施策評価シート 

◇各課ヒアリング 

◇三役インタビュー 

 

これまでのまちづく

りの評価と今後のビ

ジョンを探る 

 

◇総合開発委員会 

専門的な見地による今後の八雲町のビジョンを探る 

客観的視点 
 

◇統計データ等によ

る八雲町の地域特

性の把握 

 

時代状況を踏まえた

八雲町の現在の姿を

探る 

課題・特性の把握、とりまとめ 

第２期八雲町総合計画（基本構想）の策定へ 

 
◇総合開発委員会 

◇庁内策定会議 検討 

◇総合計画町民会議（11・12月に全３回） 

 

町民と行政がアイデアを出しあい、八雲町

の課題やその解決方法を探る 

協働の視点 
【資料５－１】 


